
日本AALA 連帯委員会ニューズ 
 

主権と民主主義を擁護するメッセージ 
 
日本 AALA は、最近ラテンアメリカにおこった一連の出来事に際し、キューバ、

ボリビア、ニカラグアの各政府と関係組織にそれぞれ以下のメッセージを送り

ました（田中靖宏国際部長）。 

  

★アメリカによるキューバのテロ支援国家のリスト継続を非難する 
 
キューバ外務省は去る 5 月 15 日、米国務省がだしたテロ活動にかんする報告
書に関連して声明を発表し、米国務省が依然としてキューバを「テロ支援国家」
のリストに掲げていることを指摘し、キューバへの不当な経済、貿易、金融封鎖
の口実につかっていることを非難しました。 
 
日本 AALA 連帯委員会は、キューバ外務省の声明にこたえ、アメリカ政府の不
当な措置を非難し、米国務省がキューバをテロ支援国家の不当なリストから外
すよう改めて求めます・ 
 
アメリカが 1962 年以来続けている対キューバ経済封鎖は、国際法違反の「集団
制裁」措置として国連総会で毎年圧倒的多数の支持により解除要求が決議され
ているように、国際法上も人道上も許されない措置です。とりわけ一連の措置が
米国・キューバ間の支援や貿易を制限するだけでなく、日本企業を含む他国の事
業者との商取引に悪影響を及ぼしています。 
 
このもとでの国民生活の窮状とそれにたいするキューバ政府人民のたたかいは、
最近ディアスカネル大統領による長時間の誠実なインタビューのなかで明らか
にされています。 
 
私たちは、不当な封鎖とたたかうキューバ人民と強く連帯し、ともにたたかうこ
とを表明します。 



2024 年６月 11日 
日本 AALA 連帯委員会 国際部長 田中靖宏 
 

★ボリビアにおけるクーデター未遂を非難する 
 
６月 26日午後 3時、ボリビアの首都ラパスにおいて、フアン・ホセ・スニガ元
軍司令官によるクーデター未遂事件が発生し、ルイス・アルセ大統領の反撃によ
りクーデター部隊が撤退した後、失敗しました。 
 
この違憲かつ反民主的な行為は、ボリビア内外の幅広い勢力や政党から一様に
厳しく批判されています。 
 
日本アジア・アフリカ・ラテンアメリカ連帯委員会（日本AALA）は、平和、民
主主義、主権の尊重、民族自決権を擁護する活動の原則的立場から、この野蛮な
行為を強く非難します。 
 
ボリビアの政治情勢はここ数年、外国勢力の内政干渉により不安定な状態が続
いています。私たちは、ボリビアの国の政治を決定するのはボリビア国民であり、
いかなる外国の干渉も容認できないことを改めて表明します。 
 
民主主義と主権のためにたたかうボリビア国民と政府への支持と連帯を表明し
ます。 
 
2024 年６月 27日 
日本 AALA 連帯委員会 
 

★ニカラグア政府と FSLNへの連帯メッセージ 

７月 19日のサンディニスタ人民革命勝利 45周年にあたり、日本AALA を代
表し、心からの連帯のご挨拶を申し上げます。 



ニカラグア国民が、ダニエル・オルテガ大統領とロサリオ・ムリージョ副大統
領のリーダーシップの下、米国による不当な制裁による困難を乗り越えなが
ら、力強い経済発展と福祉・教育の向上を続け、国民生活の向上に貢献されて
いることを大変嬉しく思います。 

また、帝国主義の侵略に反対し、各国の主権を守り、世界平和と核兵器廃絶の
ために努力するニカラグア政府のこの 1年間の力強い外交的イニシアチブに、
私たちは非常に勇気づけられたことをお伝えします。私たちは、ニカラグア政
府が、イスラエルのガザにおける大量虐殺的侵略に対して南アフリカ政府が提
訴した国際司法裁判所の原告に加わるとともに、イスラエルに武器援助を続け
ているドイツとカナダをも同法廷に提訴したことに、特に勇気つけられていま
す。 

私たちは、ニカラグア政府が非同盟運動のメンバーとして核兵器のない世界を
求める運動を主導し、米国の支配からの独立を求め、大国の介入と抑圧から国
家主権を守ろうとするラテンアメリカの統合を推進する上で大きな役割を果た
していることを高く評価します。 

日本の岸田内閣は、NATOと日米軍事同盟を統合し、中国、ロシア、北朝鮮と
対決し、東アジアに緊張をもたらすという米政権の世界戦略に追従していま
す。私たちは、この政策に強く反対し、東アジアに新たな不戦地帯を作る運動 

を推進しています。非同盟諸国による東アジアの非核化に関するすべての提案
を支持します。 

サンディニスタ革命 45周年記念式典に集まった世界中の平和と進歩を求める
声や運動と強く連帯して活動する決意を伝えます。 

最後に、昨年の第 56回日本 AALA 全国大会に際し、ダニエル・オルテガ大統
領とロサリオ・ムリーリョ副大統領から心のこもった連帯のメッセージをいた
だいたことに改めて感謝の意を表明します。 

記念行事が大きな成功をおさめ、日本AALAと FSLN（サンディニスタ民族解
放戦線）との連帯と友好の関係がさらに強化されることを願います。 



2024 年 7月 11日 
日本 AALA 連帯委員会 国際部長 田中靖宏 
 
（以上） 
 


